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住民税・所得税の申告はお早めに!
申告期間は、2月16日～3月15日 申 告期限が近づくと

窓 口 が 大 変 混 雑し ま す

住
民
税
問 先

区
・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

申
告
が
必
要
な
方
・
必
要
の
な
い
方

・
申
告
が
必
要
な
方

①
H
年
中
に
所
得
が
あ
り
、1
2年
1
月
1

日
現
在
、足
立
区
内
に
住
ん
で
い
る
力

②
足
立
区
外
に
住
ん
で
い
て
も
、区
内

に
事
務
所
や
事
業
所
、
家
屋
敷
が
あ
る

方圖
申
告
の
必
要
が
な
い
力

①
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る
方

②
H
年
中
の
所
得
が
給
与
だ
け
で
、
給

料
か
ら
住
民
税
を
差
し
引
か
れ
る
方

亜
1
1年
中
に
転
入
し
て
き
た
方
へ

申
告
が
必
要
な
方
で
、1
1年
1
月
2

日
以
降
に
転
入
し
て
き
た
方
は
、
課
税

課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
あ
る
申
告
書

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
(
2
月
8
日
以

降
配
布
し
ま
す
)
。

・
非
課
税
の
方
も
申
告
に
ご
協
力
を
　

住
民
税
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
害

の
発
行
や
国
民
年
金
・
国
民
健
康
傑
険

の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
の
で

。
申
告

一
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。な
お
、

書
き
や
す
い
「
簡
易
申
告
書
」
も
あ
り

ま
す
。

住
民
税
申
告
書
の
提
出
場
所

区
・
課
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
区
民
事
務
所
(
北
千
庄
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
除
く
)
に
課
税
課
職

員
が
2
日
間
出
張
し
て
受
け
付
け
ま
す

(表
1
)
。

表1　 住民税出張受付日程

※いずれも時間は午前9 時～午後4 時

所
得
税
問 先

足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1㈹

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1㈹

確
定
申
告
が
必
要
な
方

の
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

で
、
1
1‥
年
中
の
所
得
金
額
が
、
扶
養
・

配
偶
者
・
基
礎
控
除
等
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
方

②
給
与
所
得
者
の
方
で
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
方

▽
給
与
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方

▽
給
与
を
2
ヵ

所
以
上
か
ら
受
け
て
い

る
方

▽
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど

で
、
そ
の
会
社
か
ら
給
与
以
外
に
不
動

産
の
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
た

方口
・
k
'
-・

官
・
と
び
職
な
ど
の
方
で

仕
事
先
が
一
定
し
て
い
な
い
方
や
源
泉

徴
収
さ
れ
て
い
な
い
方

L
L
地
、
建
物
、
株
式
、
ゴ
ル
フ
会
員

膾
、
肓
金
属
、
書
画
、
骨
董
品
な
ど
の

資
産
を
売
却
さ
れ
た
方

※
譲
渡
所
得

の
特
例
、
特
別
控
除
等
は
、
確
定
申
告

を
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

確
定
申
告
書
は

管
轄
の
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
(表
2
)

申
告
書
は
自
分
で
I
い
て
早
め
に
提

出
を確

定
申
告
害
は
、
木
人
が
作
成
し
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
確
定
申
冱
唐
作
成
の

相
談
に
来
ら
れ
た
方
に
、
記
載
方
法
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
で
計
算
し
て
甲
告
書
を
乍
成
し
て

い
た
だ
く
ぺ
自
書
申
告
」を
お
願
い
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

4
申
告
と
納
税
は
3

月
1
5
日
ま
で
に

∵
所
得
碗
の
確
定
申
告
間
間

2
月
1
6
日～
3
月
1
5
日

▽
納
期
隕
3

月
1
5
日

4
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
で
き
ま

す
作
吸
済
み
の
申
吉
書
は
、
管
轄
の
税

務
署
に
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
。
申
告

書
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、
控
え
も
ボ

ー
ル
ペ
ン
な
ど
で
記
載
の
う
え
、
返
信

分
の
叨
玉
y
』
は
り
、
あ
て
先
を
記
入
し
た

返
信
明
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

。

表2　 管轄区域一覧

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
家
族
介
護
者

教
室
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
V
福
祉
施
策
の
新
た
な
展
開

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報

/
ひ
ろ
ば
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
/
ま
ち
の
歴
史

ミ
ニ
癢
典
/
あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス

濕3880- 5678
「区民の声」を
お待 ちしてい ます

司
書
(
補
)
資
格
を
お
も
ち
の
方
へ

図
書
館
長
を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、
新
中
央
図
舞
館
の
開
設

を
契
機
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
図

沓
館
サ
ー
ビ
ス
を
全
区
的
に
よ
り
充

実
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
中
央
図
書
館
と
地
域
図

晝
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更
に
強

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
図
書
館
長
に
司
書
資
格
を
持
っ

た
専
門
図
書
館
貝
を
配
置
し
ま
す
。

図
書
館
遲
営
に
携
わ
っ
て
み
た
い

方
、
ご
に
募
く
だ
さ
い
。

採
用
=
4

月
1
日
以
降

応
募
資
格
ド
4
5歳

か
ら
6
2歳
ま
で
の
方
で
、
司
書
ま
た

は
司
魯
補
の
資
格
を
も
つ
、
土
・
日

・
祝
日
、
夜
間
動
務
可
能
な
方

内

容
=
図
書
館
業
務
全
般
お
よ
び
指
揮

監
督

勤
務
条
件
=
週
3
0時
間
(
週
5

日
勤
務
)

報
酬
=
月
額
2
3万
6
千
円

程
度

定
員
―
若
干
名

選
考
方
法
9

筆
記
お
よ
び
面
接

応
募
説
明
会
1
2

月
1
6日
人

午
前
1
0時
、中
央
図
書
館
、

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
a
中
央
図
曾

館

　
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

お
早
め
に
!

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付
申
告

給
与
が
I
力
所
だ
け
の
方
は
、
通
常

年
末
調
整
を
行
っ
て
い
る
の
で
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

次
に
該
当
す
る
塲
合
は
、
確
定
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
と
き

▽
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

▽
中
途
退
職
し
た
と
き

各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
あ
り
、
申
告
の
際
に

は
添
付
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
確

定
申
告
を
し
て
還
付
と
な
る
控
除
は
ほ

か
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は

税
務
薯
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
の
還
付
申
告
は

2
月
1
5日
以
前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
と
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

ま
た
、
3
月
に
入
っ
て
か
ら
の
申
告

は
、
還
付
金
を
受
け
取
る
ま
で
か
な
り

の
期
間
が
か
か
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

お
早
め
の
手
続
き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
記
載
が
簡
単
な
「
給
与
所
得

者
の
還
付
申
告
用
」
の
申
告
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
控
除
、
中
途
退
職
の
還
付
申

告
の
相
談
と
提
出
は
、
区
・
課
税
課
で

も
3
月
1
5日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

2
面
へ
つ
づ
く

世帯と人口 ( 12年1 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 274, 941 人口: 636, 370人( 男: 321, 973人, 女: 314, 397人)
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1
面
か
ら
の
つ
づ
き

妻
(
夫
)
の

パ
ー
ト
収
入
と

夫
(
妻
)
の
税
金

・
パ
ー
ト
収
入
の
あ
る
方

通
常
、
パ
ー
ト
収
入
の
場
合
、
年
収

が
1
0
3万円
以
下
で
あ
れ
ば
、
所
得
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
(
住
民
税
の
場
合
は
涸

万
円
以
下
)
。

・
パ
ー
ト
収
入
の
あ
る
方
を
配
偶
者
と

し
て
い
る
方
の
控
除

控
除
を
受
け
る
方
の
配
偶
者
控
除
額

・
配
偶
者
特
別
控
除
額
は
、配
偶
者
の
収

入
金
額
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
(
表
3
)
。

た
だ
し
。控
除
を
受
け
る
方
の
合
計
所

寿
が
1
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
配

偶
者
の
収
入
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
配

偶
者
特
別
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

所
得
税
の

改
正
事
項

①
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

1
1
(年
分
以
後
の
各
年
分
の
所
得
税
額

の
2
0
%
相
当
額
(
上
限
2
5万
円
)

が
減

額
と
な
り
ま
す
。

②
最
高
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

(
表
4
)

。

③
年
少
扶
養
親
族
(
1
6
歳
未
満
)

を
創

設
し

、
2
3
歳
未
満
の
扶
養
控
除
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
(

表
5
)

。

④
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
が
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。1
1年
ま
た
は
1
2年
中
に
居
住
の
用

に
供
し
た
場
合
の
庄
宅
借
入
金
な
ど
の

年
末
残
高
の
限
度
額
。
控
除
率
お
よ
び

控
除
期
間
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
(
表
6
)

。ま
た
、適
用
対
象
と
な
る
住
宅
借

入
金
な
ど
の
範
囲
に
。
住
宅
と
と
も
に

取
寿
す
る
土
地
(
敷
地
)
等
も
対
象
に

な
る
な
ど
、
ほ
か
に
も
適
用
範
囲
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。
申
告
の
際
に
必
要
と

な
る
添
付
s
類
に
つ
い
て
も
整
備
さ
れ

ま
し
た
の
で
。
く
わ
し
く
は
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑤
そ
の
他
の
改
正
事
項
お
よ
び
く
わ
し

く
は
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
決

算
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表3 配偶者控除と 配偶者特別控除

※ 住民税とは、控除額が異なります

表4 改正 後の税率表

表5 改正後の扶養控除額

表6 住宅ロ ーン 減税の改正

※ ( 　) は平成12年居住分。11年1 月1 日～3 月31日までの間に居住の用に供した
場合は、改正前の制度を選択できます

納
税
は
振
替
で

所
得
税
や
消
費
税
(
地
方
消
費
税
を

含
む
)
は
、
預
金
な
ど
か
ら
の
口
座
振

替
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
得
証
明
書
の
請
求
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

1
1年
分
の
納
税
証
明
一
(
そ
の
2
所

得
金
額
用
)
の
交
付
は
。
提
出
さ
れ
た

申
告
書
を
も
と
に
発
行
し
ま
す
。
納
税

証
明
S
が
早
急
に
必
要
な
方
は
、
申
告
S

を
税
務
署
の
窓
口
に
持
参
の
う
え
提

出
し
、
そ
の
場
で
納
税
証
明一
が
必
要

な
旨
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
提

出
後
に
納
税
証
明
S
の
申
請
を
さ
れ
た

場
合
、
交
付
ま
で
に
相
当
の
期
間
を
要

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
(
交
付

見
込
み
時
期
は
1
2年
4
月
以
降
)
。

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税

・
確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
9
年
中
(
基
準
期
間
)
の
課
税
売
上

高
が
3
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

②
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
一

」

を
提
出
し
た
事
業
者

圏
申
告
書
に
は
明
細
書
(
付
表
)
も
忘

れ
ず
に

申
告一
に
は
次
の
明
細
書
(
付
表
)

の
添
付
が
必
要
で
す
。
明
細
一
は
申
告

書
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
作
成
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
簡
易
課
税
選
択
者
…
…
…
付
表
5

▽
簡
易
課
税
選
択
者
以
外
・・・
付
表
2

・
申
告
・
納
付
期
限

3
月
3
1日

贈
与
税

・

申
告
と
納
税

H
年
中
に

、
個
人
か
ら
土
地

、
建
物

、

現
金

、
預
貯
金
、
株
式
な
ど
の
財
産
を

贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
方
で

、
贈
与
を

受
け
た
財
産
の
価
格
が
6
0万
円
を
超
え

る
方
は
、
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
が
必

要
で
す
。な
お

、「
配
偶
者
控
除
の
特
例

」

や
「
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
の
特
例
」

を
受
け
る
方
は
、
贈
与
税
の
か
か
ら
な

い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

・
申
告
期
間

2
月
1
日
～
3
月
1
5
日

圏
納
付
期
限

3
月
1
5日

説
明
会
・
相
談
会

所
得
税
・
個
人
事
業
税
・
住
民
税
の

共
同
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
1
1
月
3
1日
即
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
西
新
井
法
人
会
館
(
栗
原
3

恚
…一
1
1
6
)
内
容
=
所
得
税
・
住
民

税
な
ど
の
申
告
S
の
記
載
方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明

※
お
送
り
し
た
申
告

書
用
紙
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

ま
た
、
表
7
の
日
程
で
税
理
士
会
に

よ
る
無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。
併
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

表7 東京税理士 会による 無料相談

※いずれも受け付けは午後3 時まで。混雑する場合は、早めに受
け付けを締め切ることがあります

住民税についての
お問い合わせは

区・課税課

3880- 5111 ㈹

所得税・消費税・贈与税に
ついてのお問い合わせは

足立税務署 　3870- 8911㈹

西新井税務署 　3840- 1111㈹

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の

新
規
オ
ー
プ
ン

1
月
1
日
か
ら
、
新
た
に
6
ヵ
所
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
8
)
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

表8　在宅介護支援センター新規オープン一覧

※西綾瀬の電話番号は、高齢者在宅サービスセンター
西綾瀬と兼用です

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
家
庭

で
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方

や
家
族
か
ら
の
在
宅
介
護
に
関
す
る
様

々
な
相
談
に
応
じ
。
必
要
な
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
情
報
の
提
供
や
利
用
申
請
手
続

き
の
代
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
に
関
す
る
相
談
や
介
護
機
器

の
展
示
・
紹
介
も
行
い
聿
y
。
来
所
で

の
相
談
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
朝
9

時
か
ら
夜
8
時
ま
で
、
電
話
で
の
相

談
は
2
4時
間
年
中
無
休
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

問
先
=

施
設
運
営
係
ま
た
は
基
幹
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
1
)
3
3
7
3
(
直
通
)

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談
興
が
、

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

日
時
等
=
▽
肢
体
不
自
由
者
関

係
…
2
月
1
6日
團
、
午
後
1
時
I
3
時

▽
聴
覚
障
害
者
関
係
・
:毎
週
水
曜
日
。

午
後
1
時
～
4
時

塲
所
り
竹
の
塚
障

害
福
祉
館

問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

視
覚
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
事
業
講
演
会

「
介
護
保
険
に
つ
い
て
」

日
時
=
2
月
9
日
廁
、
午
前
1
0
時
～
正

午

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

対

象
=
区
内
在
住
の
視
覚
障
害
者

費
用
=

無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
l
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(
3
8
7
0
)
0
0
6
1

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
。
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
1
1年
H

月
分
1
1
2年
1
月
分
を
届
け
出
さ
れ

た
預
金
口
座
に
2
月
1
0日
ご
ろ
振
り
込

み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
障
害
給
付

係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
9
)

表9 福祉 事務所一覧

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

11

年
度
第
4
期
分

納
税
は
1
月
3
1日
ま
で
に

1
1年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
4

期
分
の
納
期
限
は
1
月
3
1日
で

す
。
お
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
・
郵

便
局
な
ど
の
金
融
機
関
ま
た
は
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

は
、
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
先
―
区
・
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

延
滞
金
の
率
が
変
更
に
な
り
ま
す

地
方
税
法
な
ら
び
に
足
立
区
税
条

例
の
改
正
に
よ
り
、
納
期
限
浚
1
ヵ

月
間
の
延
滞
金
の
率
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
1
2年
中
は
、
7
,
3
%から
り
%

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
―

カ
月
経
過
後
の
延
暦
金
の
率
(
1
4・
6
%
)

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
先
1
区
・
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
者
の
方
は
、
給
与
支

払
報
告
書
を
、
給
与
の
支
払
を
受

け
て
い
る
方
が
1
月
1
日
現
在
居

住
し
て
い
る
市
区
町
村
長
あ
て
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ

て
い
ま
す
。お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

期
限
=
1
月
3
1日

問
先
―
区
・

特
別
徴
収
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

◎ 訂正とおわび 12月25日号2 面の宿泊インフォメーション3 ・4 月分の利用案内に誤りがあり ました。訂正しておわびします。
【正】受付一当選者は。2 月10日までに各公社で利用手続きをしてください

ー
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健康カレン
ダー
2月の
予
定

こ
こ
ろ
の
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き
め
き
　
2
0
0
0

年

心
の
開
花

思
い
や
り
、
や
さ
し
さ
な
ど
、
今
日

ほ
ど
心
の
ふ
れ
あ
い
が
叫
ば
れ
て
い
る

と
き
は
な
い
で
し
ょ
う
。
「
こ
こ
ろ
の
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
「
心
の
病
気
」

を
持
っ
た
方
の
社
会
参
加
の
促
進
と
、

よ
り
多
く
の
区
民
の
方
に
「
心
の
健
康
」

や
「
心
の
病
気
」
に
対
す
る
知
識
や
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

日
時
1
2
月
1
9
日
出
、
正
午
～
午
後
4

時

場
所
=

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

内
容
=

演
劇
/

合
奏
/

自
主
製
品
展
示
販
売
/

座
談
会
/

模
擬
店
/

お
茶
会
な
ど
S

用
=

無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場

へ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い

問
先
=

保
健
推
進
課

消
化
器
が
ん
検
診

冐
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
従
采
の
X

線
撮
影
と
、
血
液
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
に
よ
る
検
査
の
ど
ち
ら
か
を

選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
採
血

量
が
少
量
で
す
み
、
妊
娠
中
も
し
く
は

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
、
バ
リ
ウ
ム

の
服
用
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽
に
受
診

で
き
ま
す
。

日
程
l
表
1
0
対
象
=
3
5

歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た

方
、胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
は
除
く
。

妊
娠
中
の
方
は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み

可

内
容
―
①
X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が

ん
検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

ま
た
は
②
皿
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検

診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

定

員
=
2
0～
6
0人

申
込
I
(
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、性
別
。電
話
番
号
、

表
1
0よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①
X
線
撮

影
ま
た
は
②
血
液
検
査
い
ず
れ
か
一
方

を
選
択
)
、検
診
日
、受
診
場
所
を
第
3

希
望
ま
で
明
記
。
後
日
。
受
診
票
と
案

内
を
送
付
し
ま
す

期
限
=
受
診
希
望

月
の
前
月
1
5日
必
着
。
受
診
票
の
送
付

は
前
月
末
日
(
3
月
を
希
望
す
る
場
合
、2

月
1
5日
必
着
。
受
診
票
の
送
付
は
2

月
末
日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
受
診
日
が
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、

受
診
場
所
が
他
の
保
健
所
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
―
足
立
保
健

所
診
療
放
射
線

〒
1
2
1・0
8
2
2
西

竹
の
塚
2
1
1
2
1
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(
直
通
)

糖
尿
病
予
防
教
室

「
知
っ
て
得
す
る

糖
尿
病
あ
れ
こ
れ
」

日
時
=
2
月
7
日
卯
・
2
5日
啝

午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

講
師
―
浅
岡

弘
氏
(
都
立
大
久
保
鰐
院
医
師
)
ほ
か

定
員
ふ
J
人
(
先
着
順
)

費
用
―
無

料

申
込
=
1
月
2
5日
か
ら
電
話

場

・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表10 消化器がん検診日程
①X線撮影+検便

②血液検査+検便

2月の献血
皆さんのご協力をお待ちしています

お
酒
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

酒
は
百
薬
の
長
か
?

日
時
1
2
月
1
7
日
禺
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

講
師
―
北
島
潤
一
郎
氏

(
東
京
足
立
祠
院
医
師
)

定
員
-
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
1
月
2
5日
か

ら
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健

所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

集
団
給
食

技
術
者
講
習
会

日
程
↓
″
1
1
1場
所
玄
卞
住
保
健
所

対
象
=
事
業
所
、訶
院
学
校
、寄
宿
舎
、

児
童
・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
給
食
管

理
者
、
栄
養
士
、
調
理
師
、
そ
の
他
調

理
作
業
関
係
者
、
在
宅
栄
養
士
等

定

員
-
6
0人
(
先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
=
1
月
2
5日
か
ら
電
話

申
・
問

先
よ
虚
保
健
所(

3
8
8
8
)
4
2
7
7

足
立
保
健
所
栄
養
指
導

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(直通
)

表11　集団給食技術者講習会日程表

※ いずれも時間は午後2 時～4 時30分

両
親
学
級

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

日
程
a
2
月
1
8
日
窗
、午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

対
象
=
妊
娠
5
ヵ
月
以
降
の

方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
=
父
親
、
母

親
に
な
る
準
備
/
出
産
と
子
育
て
体
験

談
/
パ
パ
の
も
く
浴
体
験

定
員
9
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
1
月
2
5日
か

ら
電
話

鳩
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健

所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

日
時
=
2
月
1
0日
肉
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

場
所
l
教
育
研
究
所

内
容
=
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
訶
の
治
療
と
リ
(

ビ
リ

講
師
―
西
村
芳
子
氏
(
東
京

女
子
医
科
大
学
第
二
痾
院
医
師
)

定

員
=
8
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
り
1
月
2
5日
か
ら
電
話

申
・
問

先
―
足
立
保
健
所
保
健
指
導
第
二
係
　

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

高
脂
血
症
予
防
教
室

「
検
診
結
果
を
健
康
づ
く
り

に
役
だ
て
る
た
め
に
」

日
時
=
2
月
7
日
・
1
4
日
、い
ず
れ
も

月
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
対
象
彑
`

人
健
康
診
査
(

区
内
医
療
機
関
実
施
)

を
受
け
た
方

※
受
講
時
に
成
人
健
診

結
果
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

内
容
=

▽
1
日
目
・・・
講
義

「
高
脂
血
症
に
つ
い

て

」
・
「
食
事
の
エ
夫

」、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク

▽
2
日
目
…
実
技

「
身
体
を
勳

か
し
て
み
よ
う
」
・
「
今
後
の
生
活
に

つ
い
て

」

※
勣
き
や
す
い
服
装
で

、

ご
参
加
く
だ
さ
い

定
員
=
4
0
人
(

先

着
順
y

費
用
―
無
料

申
込
9
1

月
2
5

日
か
ら
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中

央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
程
=
マ
検
査
・
・
・
2
月
2
3
日
洫
、午
前

9
時
～
1
0
時
▽
結
果
に
よ
る
指
導
・

予
防
学
甲
・
3
月
8
日
㈲
、午
前
1
0
時
～

1
1時

対
象
=
1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の

女
性

内
容
=
骨
測
定

、
体
脂
肪
・
血

圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査
(

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
な
ど

定
員
=
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢

、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
2

月
4
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

足
立

保
健
所
成
人
保
健
係

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
塚
2
1
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

講
師
を
派
遣
し
ま
す

知
っ
て
る
つ
も
り

人
生
80

年
・
元
気
の
も
と

本
当
の
健
康
つ
て
な
に
?

新
感
染

症
と
は
何
を
注
意
す
る
の
?

い
ろ
ん

な
疑
問
に
答
え
ま
す
。
対
象
a
中
央
本

町
保
健
相
談
所
管
内
に
活
動
拠
点
の
あ

る
方
(
1
0人
以
上
)

内
容
=
健
康
づ

く
り
学
習
へ
の
講
師
派
遣
(
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
・
保
健
婦
・
食
品
衛
生
担

当
・
環
境
衛
生
担
当
等
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
―
中
央

本
町
保
健
相
鮫
所(

3
8
8
0
)
5
3
5
1

と
こ
と
ん
学
ぶ
!

お
酒
と
か
ら
だ

日
時
=
▽
2
月
1
6
日
廁
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
(
採
血
は
午
後
1
時
3
0
分
～

2
時
)

▽
2
3日
團
、
午
後
2
時
～
3

時

内
容
l
血
液
検
査
と
講
義
/
検
査

結
果
の
説
明

定
員
ふ
J
人
(
先
着
順
)

費
用
=
千
4
0
0円(
血
液
検
査
料
金
)

申
込
=
1
月
2
5日
か
ら
電
話

場
・
申

・
問
先
―
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

体
脂
肪
を
減
ら
す

ダ
イ
エ
ッ
ト
作
戦
(
2
日
制
)

日
時
1
2
月
9
日
・
1
6
日
、
い
ず
れ
も

水
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

内
容
=
減
量
を
虞
功
さ
せ
る
た
め
の
食

事
の
エ
夫
～
体
脂
肪
を
減
ら
す
運
動

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
1
1
月
2
5日
か
ら
電
話

塲
・
申

・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

高齢 者 在宅 サ ー ビ ス セ ン タ ー ・在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

2 月の 家族介護者教 室のご案 内
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福祉施策の新たな展開「足立区の福祉施策を考える-Ⅱ」発行

区の考え方をお示しします
「足立区の福祉施策を考える- I I」およ
び「I 」は、区政情報室、区内の図書館、
福祉事務所で閲覧できます。

お問い合わせは
福祉管理課へ
a3880- 5111( 代)

あ
だ
ち
広
報
9
月
2
5日
号
で
は
、
福
祉
施
策
の
新
た
な
展
開
に
あ
た
り
、
区
民
の
皆
様
に
ご
自
身
の
問

恩
と
し
て
お
考
え
い
た
だ
く
た
め
に
、「
足
立
区
の
福
祉
施
策
を
考
え
る
L
I
」
で
区
の
福
祉
の
す
か
た
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

「
I
」
で
足
立
区
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
と
フ
ア
ミ
リ
ー
ー
の
衰
退
か
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
は
多
額
の
費
用
か
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
福
祉
施
策
は
東
京
都
の
影
-
を
強
く
受
け
て
い
る

こ
と
、
福
祉
ニ
ー
ズ
{
需
要
}
か
2
3区
叢
大
で
あ
る
反
面
、
地
域
で
支
え
合
う
風
土
か
あ
り
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
特
微
か
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
の
福
祉
施
策
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
お
示
し
し
た
『
足
立
区
の
福

祉
施
策
を
考
え
る
I
H
』を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
。
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

様

々
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

「
サー
ビ
ス
拡
大
の
た
め
の
3
本
柱
」

例
え
ぱ
ひ
と
く
ち
に
介
霞
と
言
っ
て

も
、
個
人
個
人
か
必
腎
ぐ
I

登
-

ピ
ス

は
健
康
状
態
の
瓏
い
で

様
々
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
届
世

〒

ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
行
く
た
め
に
は

、
サ

ー
ビ
ス
の
拡
大
を
図
ら

な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん

。
そ
の
た
め
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
が
必
要
で
す
。

健
全
な

財
政
運
営
が

欠
か
せ
ま
せ
ん

2
3区
鐓
大
の
福
祉
ニ

ー
ズ
を
抱
え
た

う
え
で

。
多
く
の
費
用

が
か
か
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
瓠
大
す
る
た
め
に
は
、
健

全
な
財
政
運
営
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、
▽
財
源
の
確
保
が
必

要
で

す
・
・・
民
生
賢
の
財
源
の
う
ち
国

・

郡
か
ら
の
補
助
金
は
3

割
で
す
。
そ
の

ほ
か
都
区
財
政
調
塵
制
度
に
よ
る
補
棋

や
都
独
自
の
事
業
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
。
郡
で
は
社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た

な
福
祉
需
要
に
応
え
る
た
め
、
1
2
年
度
。

対
象
範
囲
の
縮
小
や
一
部
利
用
者
負
担

の
導
入
な
ど
、
福
祉
施
策
の
見
直
し
を

予
定
し
て
い
ネ
T
。
区
へ
の
影
蠶
`
は
お

よ
そ
1
0
8
4
0億
円
と

推
計
鬯

り

厳
し
い

財
政
状
況
の
た
め
区
が
都
の

嚮
策
を
屑

代
わ
り
す
る
の
は
困
羅
で
す
。
そ
の
た

め
、
▽
サ
ー
ビ
ス
に
見
合
っ
た
負
担
が

必
要
で

す
…
郡
福
祉
局
の
貰
査
(
図
1
)

に
よ
れ
ば
、
半
数
の

方
が
サ
ー
ビ
ス

水

準
と
負

担
は
運
動
す
る
と
考
え
て
い

ま

す
。
介
霞
保
険
の
保
険

料
が
サ
ー
ビ

ス
の

総
量
に
よ
っ
て
決

ま
る
よ

う
に
(

図
2
)

、
サ
ー
ビ
ス

を
魅
碗
ま
た
は

拡

大
す
る
た
め
に
は
サ

ー
ビ
ス
に
見
合
っ

た
負
廻
が
必
要
で

す

。
ま
た

、
▽
民
間

の
活
力
が
必
要
で
す
・
・・
民
間
に
積
極
的

に
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
に
よ
り
市
場
原

理
が
勣
き

、
技
術
革

新
や
コ
ス
ト
削

減

が
進
み
ま
す

。
ま
た

、
層
用
の
拡
大
や

景
気
回
復
に
も
貢

献
し
ま
す

。

地
域
・
企
業
の

協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん

足
立
区
の
風

土
と
土
地

柄
を
活
か

し

、
新
た
な
地
域
福
祉
の
シ
ス
テ
ム
を

築
き
上

げ
て
い

く
必
要

が
あ
り

ま
す
(

図
3
)

。
ま
た

、
福
祉
と
雇
用
・
産
巣

を
融
合
さ
せ

、
産
業
郡
市
と

福
祉
都
市

の
建
設
を
同
時
に
進
め
て
い

く
必
要
が

あ
り
ま
す
(
図
4

・
5
)

。

内
部
努
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん

区
自
ら
も
職
員
定
奴
の
削
減
や
事
務

事
巣
の
見
直
し
な
ど
の
行
政
改
革
を
推

進
し

、
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
今
以
上
に

図
っ
て
い
き
ま
す

。

図1 福 祉 サ ービス の 水 準と 費 用 負 担の あ り方　

( 鄙 福 祉岡8 年度 社 会 福 祉 基礎 調 査,より)

図3 新たな地霞福祉システム

区 内 に500 人 い る 民 生 委 員 の 方 々 を 中 心 と し た 高 齢 者 の「 足 立あ ん

し ん ネ ット ワ ー ク 」を つ く り 、地 域 で 支え 合 う し く み つ く り を 進め ま
覃 。 ま た 、 サ ービ スの 苦 嘴 にご関 す る 相 談も 身 近 な 所 で で き る よ う に
民 生 委 員 の 万 々 など に 協 力 を い た だ く 、 な ど を 推 進 し ま 覃。

図4 高齢書市場( プラチナマーケット) 形成の
分野別の方向性

介 護 保険 制度 の 開 始 によ り 、 高齢 者 を 取り 巻く 福祉 需 雙 か 飛躍 的 に
増 大 し ま 萼。 こ の 利 用 者 ニ ーズ を 満 た 覃た め に 、多 佃 多 様 な民 間 サ
ー ビ ス 事 業者 の 参 入 を 促 進し 、 高 齢 社 会関 連 市 壥( 高 齢 者 市場) の 形
成 を 図り ま 覃。

図5A ふらんき概念図

障 害 § に と っ て 就力 り 應 皿 にa ける 仕 箏 は 、 廿 会に 軫 加 な るこ と の で きる 氤 大 のI 匹 あ り 、

秦し み で す 。し 刀し 長引 く 不 皿 皿以 ・ 曹 愡 が 魯く 作● 四 に 人き 召 影 ● を 及 ぽ し て い ま4
そこ で 区 内 の 陬 曹岩x 皿 殷 が 、 作 篥 卮l に 闢 す る 適 携・ 協 刀 皿 觴の 僵 皿と 、 自 主 簔 吊 の欟 允 ・

開 発 、 受 注 の 畝 大を 目 重 し「 足 立 区 皿 曹§ 廰 殷 作 曼 罕ツ ト ワ ー つ魯 」を 番 立し ま し た 。
情 報 や ア イ デ ア を 只月 し 、 よ り 効 事 ぷく 仕 事 に 栖 びつ け よ うと い う 、 全田 に 先 駆 け た 新し い 取

り 組 み で1

図6 子育て支璞プログラム図7 これからの高廊者施賢

こ
れ
か
ら
の
福
祉
施
策
(
分
野
別
)

未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち

(
児
童
福
祉
)

健
や
か
に
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て

、「
仕
事
と
子
肓

て
の
両
立
支
援
」
と

「
家
庭
に
お
け
る

子
育
て
支
援
」
の
二
つ
を
柱
と
し
て
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
(

図
6
)
。

具
体
的
に
は

、
保
育
園
入
園
待
ち
の

待
磯
児
竃
解
消
の
た
め

、
保
育
施
設
の

充
実
に
男
め
る
と
と

も
に

、休
日
保
育

、

夜
間

保
育

、
屑
後
児

保
育
な
ど
新
た
な

保
育
に
取
り
粗
み
ま
す

。
ま
た

、
子
育

て
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
を
解
消
す
る

た
め

、こ

ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
を

つ
く
り

、
い

ろ
い
ろ
な
相
談
に
対

応
し

ま
す

。
同
時
に
児
童
唐
待
の
早
期
発
見

と
防
止
す
る
た
め
の
体
制
つ

く
り
に
男

め
ま
す

。

な
お

、
こ

れ
ら
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は

。1
1
年
H
月
に
国
か
ら
交
付
夲
旻
け

た
少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
も
図
6

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
き
ま
す

。

長
寿
社
会
を

生
き
る

(高
齢
者
福
祉
)

1
2年
度
か
ら
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ

ま
す

。
こ
れ
は

、
嗄
実
に
増
加
が
予
想

さ
れ
る
介
霞
費
用
を
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め

、
国
民
の
連
帯

・
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き

、
負
担

と
給
付
の
関
係
か
明
確
な

「
社
会
保
険

方
式
」
で
対
6

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で

す
。
し
た
が
っ
て

、
こ
れ
ま
で

区

に
お
い
て
『
措
置
制
度
』
で
実
施
し
て

い
た
サ

ー
ビ
ス
の
多
く
か
介
護
保
険
に

移
行
し

。個
人
と
事
業
者
と
の
「
契
約
」

と
い

う
形
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
の

費
用
に
は

、
一
般
施
策
と
し
て
税
に
よ

っ
て
負
担
し
て
い
癶
汞

す

。

2
1世
紀
に
向
け
て

、
区
で
は
図
7
の

よ
う
に
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま

す
。

と
も
に
暮
ら
す

(
障
害
福
祉
)

重
い
障
害
を
持
つ
人
も

、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
地
峨
で
自
立
し

た
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う

、
地
域
生
活

支
援

サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
ま
す
(

図

8
)
。具
体
的
に
は
図
9

の
と
お
り
で

す

。ま
た

、
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
シ
ス
テ
ム

を
見
直
し
し
ま
す
。
必
要
な
サ

ー
ビ
ス

を
必
要
な
時
に
、身
近
な
と
こ
ろ
で

、自

ら
が
選
択
を
し
て
利
用
で

き
る
よ
う

、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
供
給
主
体
を
育
成
・

支
援
し
、
区
民
参
加
に
よ
る
地
峨
福
祉

を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
利
用

と
自
己
負
廻
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
見

直
し
、
現
金
給
付
か
ら
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
展
開
を
進
め
ま
す
(

図
8
)

。

生
活
の
自
立
を

目
指
し
て

区
で
は

低
所
醂
世
帯
や
生
活

保
護

世
帯
な
ど
に
対
し
て

自
立
意
臓
と
自
立

能
力
の
向
上
に
む
け
て
各
種
の
支
援
策

を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
(

図
1
0
)
。

図10 自立支援プログラム
☆経済的に目立できるよう支援します。
例: 雇用就労支援、職業能力の開発と

向上、生業資金援助など
☆地域における支援策を向上させます。
例: 地皿人材の活用、ボランティア団

体等育皿。民生委員との連携強化
など

☆健康で安心して暮らせるよう支漿しま
すO
例: 疾病予防・健康増毒隔策の推進。医

震機関・保健所との連携強化など
む取育面がらも支履します。
例: 自立意識と互助意餓向上に員す

る、学校叡育・家庭教育・社会教育
の推進など

賣福祉事務所相談体制とヶ- スワーク機
能の強化を図ります。
例: 自立助畏を柱とした相談体制の強

化、ヶ- スワーク機能の再構築と
強化など

☆生活保膜の遇正受給に努め。自立を促
進します・
例: 生活保護制度の啓発、各魯贋査の
強化欟底、査察指導の強化など

図8 これからの障害福祉施策

図9 障魯者の地域生活支援サービス

東
部
・
西
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

絵
画
講
習
会
合
同
作
品
展

闘
包
セ
ン
タ
ー
に
通
う
力
々
が
、共

に
個
性
を
み
が
き
あ
げ
創
り
あ
げ
た
作

品
の
展
示
会
で
す
。ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。日
時
1
2
月
9
日
～
1
4
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
(
初
日
は
正
午

か
ら
開
始
し

最
終
日
は
午
餓
4

時
で

終
了
)

場
所
I

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
西
新
井
駅
柬
ロ
サ
テ
ィ
4

階
)

問
先
―
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

き
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

k中央本町保青園 新年子ども会

健康あ・ら・かると
健康へのサポート
「うす味の習慣」

食
べ
る
こ
と
は
桑
し
み
。
で
も
、
塩

分
が
多
か
っ
た
り
、
食
事
の
リ
ズ
ム
や

食
べ
方
次
第
で
は
、
徐
々
に
身
体
に
負

担
か
か
か
り
、
生
活
習
慣
詞
な
ど
の
大

。
き
な
病
気
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
冬

に
な
?
」
、
勣
く
'
y
が
お
っ
く
冫
汳

り
が
ち
な
た
め
か
、
運
助
不
足
や
食
べ

過
ぎ
で
、
皿
圧
が
高
め
に

な
っ
た
り
。

血
順
中
の

脂
肪
か
多
く
な
っ
た
り
、
健

康
9

茆
信
号
が
目

立
ち
豕
罵

生
活
習
慣
祠
の

予
防
に
は
、
う
す
抜

で

、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
曹
慣
か
篆

本
で
す
。
お
宅
の

味
は
ど
ん
な
味
で
す

か
。
う
す
味
に
慣
れ
る
ポ
イ
ン
ト

を
挙

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
調
理
の
場
今
=

①
新
鮮
な
材
料
を
使

う

②
し
そ
の
葉
・
ね
ぎ
・
ご
ま
な
ど

香
り
や
風
味
を
利
用
す
る

③
レ
モ
ン

・
す
だ
ち
な
ど
の
酸
味
や
食
酢
を
利
用

す
る

④
出
し
汁
を
効
か
せ
る

▽
食
べ
る
場

合
・・・
①
め
ん
類
の
汁
は

で
き
る
だ
け
残
す

②
贋
け
物
は
好
き

な
だ
け
食
べ
な
い

③
詞
抜
料
を
か
け

る
場
合
は

、
皿
を
加
減
す
る

2
月
1
日
I
7

日
は
生
活
習
慣
痾
予

防
週
間
で

す
。
さ
あ
も
う
一
度
、
食
事

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に

も
、
よ
り
健
康
的
な
食
習
慣

を
伝
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

A
保
健
所
・
保
健
相
談
所
栄
養
指
導
V

保
育
料
を
改
定
し
ま
す

1
6年
ぶ
り
に
値
上
げ

昭
和
5
9
年
4
月
に
改
定
し
て
以
来
据

え
蕈
か
れ
て
い
た
保
育
料

を
1
6年
ぶ
り

に
改
定
し
ま
す
。
今
回
の
改
定
は
、
平

成
8

年
に
特
別
区
畏
会
で
決
定
さ
れ
、

す
で
に
1
9
区

が
実
施
し
て
い
る
も
の
(

表
2
)

で
、
足
立
区
も
こ
れ
に
沿
っ

た
内
容
で
平
成
1
1
年
第
4
回
区
議
会
定

例
会
に
条
例
案
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

改
定
保
育
料
は
1
2
年
4
月
か
a

実
施

し
ま
す
(
表
1
)
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
順
い
し
ま
す
。

保
育
料

Q
&
A

Q

。

な
ぜ
値
上
げ
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
か
?
・
(
保
育
料
改
定
の
必
要

性
)

A

。

保
育
料
は
昭
和
5
9年
に
改
定
さ
れ

て
以
来
1
6
年
間
に

わ
た
り
据
え
置
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の

間
保
育
園
の

運
営
に

か
か
る
経

費
は

毎
年
醤
実
に
増
え

続

け
、
運
営
経
費
に
占
め
る
保
育
料
の

割

合
は
7
3
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
だ
と
昏
さ
ん
か
ら
の
様
々
な

要
望
を
満
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
を
保
弯
圜
に
預

け
て
い

な
い
方
と
の
公
平
性
な
ど
を
考

え
る
と

、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
は
そ

れ
に
見

合
う
負
担
を
し
て
も
ら
う
こ

と

が
必
要
と
考
λ
ま
す
。

Q

。

そ
れ
で
は
一
体
、
保
育
に
は
ど
力

く
ら
い
鰹
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
で

す

か
?

A

。

区
内
に
は
8
5園
(

公
立
6
2
圜
・
私

立
2
3園
)
の
認
可
保
育
園
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
ら
の
保
育
園
に
は
約
8

千
篥
人
の

子
ど
も
た
ち
が
い
て

、
保
育
士
・
番

護

婦
・
調
理
な
ど
千
海
人
弱
の
職
貝
が
保

育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

。

8
5菌
の
運
営
経
賢
は
年
闡
約
1
3
8億
円

(
1
0年
度
決
算
)
で

、
こ
れ
ら
は
国
・

郡
の
負
担
金
や
補
助
金
で
そ
の
2

蝴
弱

を

、
区
の

支
出
で
7

創
超
を

、
保
育
料

で
I

削
弱
を
賄
っ
て
い
ま
す
(
図
U

。

園
児
一
人
当

た
り
の
保
青

経
賢
で

は

。
一
番
人
手
の
か
か
る
0

歳
児
で
4
1

万
七
千
円
の
経
費
が
か
か
り
ま
す

。(図
1
2
)

Q

。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
し
て
い
く
の
で
す
か
?

A

今
回
の
保
育
科
改
定
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
運
営
方
法
な
ど
に
つ

い
て
行
政
改

革
な
ど
内
部
男
力

を
行

い
、
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
様
々
な
保

育
に
対
す
る
要
望
を
実
現
す
る
よ
う
男

力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

※
図
1

穆
照

碧1 俣音モデルケース
設定: 夫 婦 子ど も2 人 の4 人 取 族/ 夫 は 給 与 所碍 唇 、妾 は パ ート

勤 務で 夫 の 控除 対 象 配 祠き/ 3 歳 児と0 歳 児 の2 人 入 所 の
楊 合

棗 蚋2 子のO 歳 児に つい て は 、 罵 額さ れ る 金 額

表2 足立区と近膓区市の保育料( 11年4 月現在月額: 円)
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催
し

物
ガ

イ
ド

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
修
了
記
念
講
演
会

か
ら
だ
の
し
く
み
と
放
射
線

人
体
へ
の
影
響
を
考
え
る

放
射
線
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
の
か
。
私
た

ち
が
暮
ら
し
の
中
で
浴
び
て
い
る
放
射

線
は
安
全
か
。
身
体
に
対
す
る
影
響
を

医
学
的
に
検
証
し
ま
す
。
日
時
=
2

月
1
8
日
啝
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0

分

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象

=
区
内
在
庄
・
在
勤
・
在
学
の
方

講

師
=
久
保
寺
昭
子
氏
(
東
京
理
科
大
学

教
授
)

定
員
-
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
9
無
料

申
込
=
1
月
2
5日
か
ら

電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

郷
土
博
物
館

無
料
公
開
日
の
映
画
会
(
第
二
土
曜
日
)

日
時
=
2

月
1
2
日
出
、
午
前
1
1
時

内

容
=

「
円
空
」(
3
0分
)
・・・
円
空
の
生
涯

と
彫
刻
美
術
を
紹
介
/

「
奥
羽
の
鷹
使

い
I

日
本
の
狩
猟
-

」(
3
3分
)
・・
山

形

県
朝
日
町
の
鷹
狩
り
。
鷹
の
仕
込
み
か

ら
猟
ま
で
を
追
う

申
込
a
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
申
・
問
先
a
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
お
や
こ
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ー・
」

寒
い
か
ら
と
い
っ
て
部
屋
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
体
を
動

か
し
て
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

よ
う
。日
時
=
2
月
1
0
日
肉
・
1
7
日

甼
2
4
日
向
、午
前
1
0
時
～
正
午
対

象
=
幼
児
(
―
～
4
歳
)
の
い
る
母

講
師
a
平
坂
宏
子
氏
(
足
立
区
公
認
ス

ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
)

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)
保
育
=
1
5
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料
※
た
だ
し
保
育
希
望
者

は
保
育
保
険
料
4
5
0
円
が
掛
か
り
ま
す

・
青
年
講
座
「も
っ
と
笑
し
く
…
」
　

自
分
ら
し
い
メ
イ
ク
で
セ
ン
ス
ア
ッ

プ
を
し
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
自
分
が
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
男
性
も

大
歓
迎
!
日
時
り
2
月
1
0
日
脚
・
1
7

日
床
公
日
團
、
午
後
7
時
～
9
時

対
象
=
1
6
～
3
0
歳
代
ま
で
の
男
女
講

師
=
松
本
ル
ミ
氏
(
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
オ

フ
ィ
ス
グ
ラ
マ
恚
定
員
=
2
0
人
(
先

着
順
)
費
用
=
5
0
0
円
(
材
料
費
)

・
青
年
セ
ン
タ
ー
2
0
0
0
年
ま
つ
り

日
時
=
2
月
6
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

午
後
5
時
内
容
彑
y
イ
ブ
/
ア
フ
リ

カ
ン
ド
ラ
ム
演
奏
/
狂
言
/
太
極
拳
/

琉
球
舞
踊
/
展
示
/
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

(ア
ジ
ア
の
料
理
)
/
シ
ネ
マ
&
ト
ー

ク
(
映
画
「
ウ
ー

ル
ズ
の
山
」
の
上

映
)
な
どI

い
ず
れ
も
I

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

申
込
-
1
月
2
5日
か
ら
電
話

申

・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

消
費
者
問
題
研
究
結
果

パ
ネ
ル
展
示
会

「消
費
生
活
問
題
調
査
研
究
グ
ル
ー

プ
」
が
1
年
間
の
調
査
・
研
究
の
成
果

を
パ
ネ
ル
展
示
し
、
発
表
会
を
閧
催
し

ま
す
。
日
程
=
▽
パ
ネ
ル
展
示
今
:

2
月
3
日
～
9
日
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
▽
発
表
会
…
2
月
1
0
日
脚
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▽
研
修
会
「
タ
イ
の

環
境
問
題
と
無
農
薬
農
業
」
…
2
月
1
0

日
宋
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
　
　
　

―

い
ず
れ
も
I

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

費
用
=
無

料

申
込
a
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第14 回

足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
締
め
切
り
せ
ま
る

題
材
a
区
内
の
公
共
施
設
・
名
所
・
旧

跡
・
文
化
遺
産
・
伝
統
行
事
・
河
川
・

街
並
な
ど

資
格
=

ア
マ
チ
ュ
ア
の

方

応
募
規
格
I
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四

ツ
切
り

ふ
ち
な
し
(
ワ
イ
ド
四
ツ
切

り
は
除
く
)

申
込
=
指
定
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接

持
参
ま
た
は
郵
送

※
応
募
用
紙
は
、

足
立
区
観
光
協
会
事
務
局
、
各
区
民
事

務
所
、
各
住
区
セ
ン
タ
ー
、
区
内
写
真

商
業
協
同
組
合
加
盟
店
に
置
い
て
あ
り

ま
す

期
限
1
1
月
3
1日

申
・
問
先
=

足
立
区
観
光
協
会

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

区
立
小
学
校
・
心
身
障
害
学
級

連
合
学
習
発
表
会

心
身
障
害
学
級
に
通
う
子
ど
も
た
ち

が
、
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
楽
し
い

劇
や
歌
、
工
作
や
絵
画
な
ど
で
発
表
し

ま
す
。
日
時
=
学
習
発
表
今
・
・
2
月

1
8
日
啝
午
前
9
時～
1
2
時
/
展
示
・
=

2
月
1
6
日～
1
8
日
、
午
前
9
時～
午
後

5
時

※
1
8日
励
は
午
後
1
時
3
0分
ま

で

場
所
9
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

問
先
=

学
務
課
心
身
障
害
就
学

足
立
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団

・

1
2年
度
団
a

募
集

対
象
=
4
月
に
新
し
く
区
内
の
小
学

校
4
・
5
年
生
に
な
る
児
童
定
員

=
新
4
年
生
・
・
・
2
0
人
程
度
、
新
5
年

生
…
1
0
人
程
度
申
込
―
文
化
振
興

係
に
申
込
用
紙
を
持
参
ま
た
は
郵
送

(
先
着
順
)
期
間
=
2
月
1
日
～
2
9

日

※
文
化
振
興
係
お
よ
び
区
内
小

学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
公
社
各
施
設
に
あ
る
申
込
用
紙

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

・
1
0周
年
記
念
第
1
0回
定
期
演
奏
会

楽
団
結
成
1
0周
年
を
記
念
し
て
、

小
学
4
年
生
～
6
年
生
の
団
員
が
1

年
間
練
習
し
て
き
た
成
果
を
お
聴
か

せ
し
ま
す
。
日
時
1
3
月
1
9日
興

午
後
2
時
間
演

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲

目
=
結
成
1
0周
年
記
念
マ
ー
チ
/
ス

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
/
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
/

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ

ー
ズ
ほ
か

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

i
い
ず
れ
も
I

問
先
―
文
化
振
興
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
期
限
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

寄 付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

足
立
区
育
英
資
金
に
対
し
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
々
(
敬
称
略
)

▽
社
団
法
人
倫
理
研
究
会
・
:
3万

円▽
高
砂
殿
グ
ル
ー
プ
社
員
大
会
…
2
9
0

万
円

▽
足
立
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

…
2
0万
円

▽
富
士
興
業
株
式
会
社
・・・
1
0
0万
円

11年度

第
1
回
足
立
区
教
育
委
員
会

児
童
・
生
徒
褒
賞

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体
育
活
動

な
ど
で
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た

り
、
特
に
た
た
え
ら
れ
る
善
行
を
行

っ
た
区
内
の
小
・
中
学
生
に
対
し
褒

賞
を
行
っ
て
い
ま
す

。
今
年
度
―
回

目
の
区
長
褒
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん

は
、
次
の
と
お
り
で
す

。
(
敬
称
略
)

・

小
学
生
個
人
の
部

▽
相
島
寿
人
(
鹿
浜
第
一
小
)
・
;
第

一
回
民
謡
民
舞
少
年
少
女
全
国
大
会

小
学
4

・
5

・
6

年
生
の
部
優
勝

圏
中
学
生
個
人
の
部

▽
木
幡
美
登
里
(
第
十
一
中
)
・
:
第

1
4
回
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
&
タ
ン
ブ
リ
ン

グ
世
界
年
齢
別
大
会
個
人
女
子
1
3

歳
～
1
4
歳
の
部
第
1
位

▽
田
村
沙
織
(

花
畑
中
)
=
・
第
3
0
回

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技

大
会

女
子
走
幅
跳
D

ク
ラ
ス
(
1
3

歳
未
満
の
部
)
第
6
位

▽
原
島
美
保
(

第
六
中
)

…
ゆ
う
あ

い
ピ
ッ
ク
し
ま
ね
大
会

フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
少
年
女

子
1

組
第
1
位

▽
若
竹
喜
光
(

第
六
中
)
・
:
ゆ
う
あ

い
ピ
ッ
ク
し
ま
ね
大
会

フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
少
年
男

子
3
組
第
1
位

▽
湾
水
忠
司
(
第
七
中
)
…
ゆ
う
あ

い
ピ
ッ
ク
し
ま
ね
大
会

フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
少
年
男

子
I
組
第
1
位

圏
小
学
生
団
体
の
部

▽
竹
の
塚
小
学
校
染
物
部
…
第
5
8回

手
工
芸
美
術
展

小
学
生
の
部
文
部

大
臣
奨
励
賞

圏
中
学
生
団
体
の
都

▽
竹
の
罹
中
学
校
‘
:第
4
回
全
国
中

学
・
高
校
デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手
権

中

学
校
の
部
第
3
位

▽
西
新
井
中
学
校
水
泳
部
・
:第
3
9回

全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
競
技
大
会

女
子
槇
m
リ
レ
ー
第
3
位

▽
木
幡
(
第
十
一
中
∵
太
田
(
台

東
区
上
野
中
)
ベ
ア
・
:
第
1
4
回
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
&
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
世
界
年

齢
別
大
会
ヽ
シ
ン
ク
ロ
女
子
1
3
歳
～

1
4歳
の
部
第
2
位

ま
た
、
こ
の
ほ
か
1
4団
体
、
個
人
2
3

人
の
皆
さ
ん
が
教
育
委
員
会
褒
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。A

教
育
委
員
会
V

ま
ち
づ
く
り
公
社
　
工
事・
設
計
等
の

指
名
参
加
登
録
受
け
付
け

対
象
=
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
発
注
す

る
工
事
・
設
計
等
へ
の
指
名
参
加
を

希
望
す
る
方
期
間
l
‥
1
月
3
1
日
～

2
月
4
日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

(正
午
～
午
後
1
時
は
除
く
)

※
申

込
用
紙
は
1
7日
か
ら
交
付

場
所
―

区
役
所
北
館
4
0
2会議
室

申
・
問
先
=

嬲
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
業
務

課
(
3
8
8
0
)
5
7
1
0
(

直
通
)

掲
示
板

・
第
5
回
足
立
区
小
学
生
オ
ー
プ
ン
卓

球
大
会

日
時
=
2
月
2
6日
出
、
午
前
9
時

場

所
=
梅
田
セ
ン
タ
ー

対
象
―
小
学
生

以
下

期
限
1
2
月
1
3日

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
足
立
区
卓
球
連
盟

庄
司

(
3
8
5
3
)
2
0
3
8

・
精
神
障
害
者
作
業
所
指
導
員
募
集

対
象
=
2
2歳
以
上
で
心
理
、
教
育
、
福

祉
卒
者
ま
た
は
保
健
婦
、
看
護
婦
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
作
業
療
法
士
免
許
等

取
得
者

期
限
=
2
月
1
0日

場
・
申

・
問
先
=
さ
ん
ら
い
ず
運
営
委
員
会
事

務
局

中
野

(
3
8
8
1
)
6
5
5
4

・
区
民
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
程
=
3
月
1
7
日
(
夜
出
発
)
～
2
0
日

場
所
=
志
賀
高
原
焼
額
山
ス
キ
ー
場

定
員
=
4
0人

申
・
問
先
a
足
立
区
ス

キ
ー
協
会

堀
内(

3
8
8
2
)
了
7
8
q
y

・
成
人
者
で
定
時
制
高
校
入
学
を
希
望

さ
れ
る
方
へ

2
0歳
以
上
の
方
は
成
人
受
検
者
特
別

措
置
(
学
力
検
査
に
代
え
て
作
文
と
面

接
に
よ
り
受
検
)
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

願一
受
付
=
▽
1
次
…
2

月
7
日
照
・
8
日
次
、
午
後
3
時
～
8

時
/

▽
2
次
‘・・
3
月
2
2日
Ⅲ
・
2
3日
向

面
接
等
=

▽
1

次
…
2

月
2
2日
次
/

▽
2

次
・
:
3
月
2
7
日
照

※
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

塲
・
申
・

問
先
=

都
立
江
北
高
等
学
校
定
時
制
課

程

　
3
8
8
0
)
3
4
1
1

・

雇
用
・
労
働
問
題
法
律
相
談
・
仲
裁

(
無
料
)

▽
電
話
相
談
…
日
時
=
2
月
9
日
向
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

(
3
5
9
3
)
9
0
0
4

※
相
談
日
当
日
の
み
の
電
話
番
号

▽
面
接
に
よ
る
法
律
相
談
…
期
間
=
2

月
1
0
日
～
1
8
日
対
象
=
電
話
相
談
を

さ
れ
た
方
の
う
ち
面
接
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方

▽
雇
用
・
労
働
問
題
仲
裁
・・・
対
象
=
モ

話
相
談
、
面
接
相
談
に
よ
っ
て
仲
裁
を

希
望
さ
れ
る
方

i

い
ず
れ
も
I

費
用
a

無
料

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

第
二
東
京

弁
護
士
会
仲
裁
セ
ン
タ
ー

(
3
5
8
1
)
2
2
4
9

・

司
法
一

士
に
よ
る
相
統
登
記
無
料
相

駁期
間
1
2
月
1
日
～
2
9
日
、午
前
9
時

～
午
後
5
時

場
所
―
都
内
の
司
法
醫

士
事
務
所

問
先
=

東
京
司
法
一

士
会

事
業
課

(
3
3
5
3
)
9
1
9
1

フ
リ
ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

a
出
店
者
募
集
=

▼
2
月
1
3日
卯

都
立
舎
人
公
園
西
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
6
0

区
画
/
出
店
料
2
千
円
/
電
話
/

高
橋

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

非
常
勤
保
健
婦
(
士
)
募
集

対
象
―
保
健
婦
(
士
)
資
格
を
有
す
る
4
5

歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
(
1
2年
4
月
1
日

資
格
取
得
見
込
み
可
)

内
容
=
職
貝

へ
の
保
健
指
導
/
各
種
検
診
業
務
の
補

助

募
集
人
員
=
I
人

勤
務
時
間
=

週
3
0時
間
(
土
・
日
を
含
め
週
3
日
休

日
)

勤
務
場
所
=
区
役
所

報
酬
1

月
額
2
0万
円

採
用
=
1
2年
4
月
1
日

雇
用
期
間
=
原
則
1
年
間

※
必
要
に

応
じ
更
新
可

申
込
a
電
話
で
申
し
込

み
後
履
歴
書
提
出

期
限
1
2
月
1
0日

市

申
・
問
先
=
職
員
課
健
康
管
理
係
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地
域
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
世
紀
現
代
美
術
展

日
時
=
1
月
2
6
日
～
3
0
日
、午
前
1
0
時

(
初
日
は
午
後
3
時
)
～
午
後
6
時
(
最

終
日
は
午
後
5
時
)

場
所
=
西
新
井

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
費
用
=
無
料

問

先
=
文
化
振
興
係

講

演

会

心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

今
、親
(
大
人
)
は
考
え
よ
う

日
時
=
2
月
5
日
出
、
午
後
2
時

場

所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

講
師
―
小
田

全
宏
氏
(
㈱
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ーユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
代
唇

官
員
L
2
0
0
人
(先
看
順
)

費
用
=
無
料

申
込
H
‥
1
月
2
5日
か
ら

電
話

※
2
歳
以
上
学
齢
前
の
お
子
さ

ん
の
保
育
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の

際
に
そ
の
旨
お
伝
え
く
だ
さ
い
(
定
員
1
5

人
)

期
限
1
1
月
3
1日

申
・
問

先
―
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
会
事
務
局
(地
域
振
興
課
育
成
係
)

中

部
児

童
館
の
催
し

・
講
演
会

ほ
の
ぼ
の
子
育
て
こ
の
指

と
ま
れ
!

「
子
ど
も
た
ち
は
な
ぜ
キ
レ
る
の
か
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
子
育
て
を
考
え
ま

す
。

日
時
=
2
月
2
日
廁
、
午
前
1
0

時
3
0分
～
正
午

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ

対
象
=
子
育
て
中
の
親
/
子
育

て
に
関
心
の
あ
る
大
人

講
師
―
斎
藤

孝
氏
(
明
治
大
学
文
学
部
助
教
授
)

亜
子
ど
も
映
画
会
「バ
グ
ズ
ラ
イ
フ
」

日
時
1
2
月
5
日
出
。午
後
2
時
3
0
分
～

4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は
大
人
付

き
添
い

1

い
ず
れ
も
卜

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
中
部
児
童
館
・
老
人
館

(
3
8
8
9
)
4
6
6
1

く
ら
し

の
情
報

「(
仮
称
)
丸
の
内
二
丁
目

1
街
区
ビ
ル
建
設
事
業
」

の
環
境
影
響
評
価
書
案
の

公
示
・
縦
覧
と
説
明
会
に

つ
い
て

東
京
都
環
境
影一
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、1
月
2
6日
に
環
境
影
響
評

価
書
案
が
公
示
さ
れ
、
次
の
と
お
り
縦

覧
さ
れ
ま
す
。
ま
た
内
容
に
つ
い
て
、

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
都

民
の
方
は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
縦
覧

縦
覧
期
間
I
I
月
2
6
日
～
2
月
2
4
日
、

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
(
土

・
日
・
祝
日
は
除
く
)

場
所
=
区
・

環
境
課
/
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室
/

都
・
多
摩
環
境
保
全
事
務
所

※
な

お
、
中
央
図
書
館
・
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
図
毒
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

・
意
見
書
の
提
出

意
見
一
記
入
要
件
=
住
所
(
都
外
在
住

で
都
内
在
動
・
在
学
の
方
は
そ
の
旨
明

記
)
、
氏
名
、
対
象
事
業
の
名
称
、
意
見

期
限
a
3
月
1
0日
消
印
有
効

提
出
先
=

都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室

〒
1
6
3

・
8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-

1

第
一
本
庁
舎
北
塔
3
6階

-

い
ず
れ
や
卜

問
先
=
都
・
環
境
影
一
評
価
審
査
室

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0
(

直
通
)

ま
た
は
区
・
環
境
課

画
脱
明
会

日
時
1
2
月
9
日
洫
、
午
後
6
時
～
8

時

場
所
a
江
北
区
民
事
務
所
宮
城
分

室

問
先
―
明
治
生
命
保
険
相
互
会
社

不
動
産
部
オ
フ
ィ
ス
開
発
グ
ル
ー
プ

(
3
2
8
3
)
8
5
2
{
Q

鋸
南
・
日
光
自
然
教
室

(
2
泊
3

日
)

指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
室
(

小
学
校
4

年
生
)

・
日
光
自
然
教
室
(

小
学
校
6

年
生
)

の
引
率
指
導
補
助
貝
を
募
集
し
ま
す

。

対
象
―
教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒
業

時
取
得
見
込
み
の
3
5
歳
以
下
の
方

内

容
=

担
当
す
る
各
学
校
の
出
発
時
か
ら

帰
校
時
ま
で
の
児
童
引
率
指
導
補
助

謝
礼
=
I

回
の
引
率
に
つ
き
3
万
5

千
7
0
0

円
(
税
込
・
い
(年
度
実
績
額
)
。
別
に

担
当
校
ま
で
の
往
復
交
通
費
相
当
分
支

給

申
込
―
電
話

※
後
日
、
応
募
用

紙
を
送
付
し
ま
す

。
引
率
の
期
間
(
1
2

年
5
月
か
ら
1
3
年
2

月
の
実
施
期
間
内

で
複
数
回
希
望
可
能
)
を
調
整
し
て
担

当
校
を
決
定

期
限
=
3
月
8
日

申

・
問
先
=
校
外
学
園
係

国
民
健
康
保
険
の
資
格

を
失
っ
た
方
は

お
早
め
に
保
険
証
を

お
返
し
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
会
社
就
職
な
ど
に
よ
り
国
保
の
資
格

を
喪
失
し
た
場
合
、
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
資
格
の
な
く
な
っ
た
保
険
証
を
使

い
保
険
診
療
の
給
付
を
受
け
る
と
、
後

日
、
区
が
負
担
し
た
7
割
相
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
に
も
、
資
格

喪
失
届
と
保
険
証
の
返
還
手
続
き
を
す

み
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=

保
険
給
付
係

国
保

休
日
納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
平
日
に
来

庁
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、
休
日
納

付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
の

支
払
い
方
法
な
ど
、こ
の
機
会
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
1
2
月
6

日
興

午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
・

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
滞
納
整
理
第

丁

第
二
係

家
庭
用
品
・
電
気
製
品

立
入
検
査
に
ご
協
力
を

一
般
消
費
者
の
利
益
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、家
庭
用
品
・
一
`
気
製

品
の
表
示
に
つ
い
て
の
立
ち
入
り
検
査

を
実
施
し
ま
す

。2

月
中
旬
か
ら
3
月

中
旬
に
か
け
て
検
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で

、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

対

象
り
家
庭
用
品
・
電
気
製
品
の
販
売
事

業
者
の
内

、
無
作
為
で
抽
出
さ
れ
た
任

意
の
事
業
者

問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

環
境
基
本
計
画

素
案
説
明
会

1
1年
7
月
に
施
行
さ
れ
た
足
立
区
環

境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
環
境
基
本
計

画
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

素
案
の
説
明
会
を
閲
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
意
見
は
会

場
で
直
接
か
、
手
紙
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
環
境

課
・
各
図
書
館
で
2
月
1
日
か
ら
配
布

日
時
=
2
月
9
日
廁
、
―
回
目
…
午
後

3
時
/
2
回
目
…
午
後
6
時
3
0
分
場

所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ
意
見
提
出
・
問
先
↓
`

境
課
調
整
係
一
臨
一・
8
5
1
0
中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
2
6

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員

第
5
期
生
募
集

区
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
に
参
加
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
知
識
を
深
め
ま
せ
ん
か
。地
域
の

リ
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
。

活
動
し
て
い
き
ま
す
。期
間
=
1
2
年

4
月
～
1
4
年
3
月
活
動
日
―
毎
月
第

4
木
曜
日
(
そ
の
他
区
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
)

場
所
1
あ
だ
ち
再
生
館

ほ
か

対
象
9
区
内
在
住
で
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
心
の
あ
る
方
(
1
8歳
以
占

定
員
-
3
0人

申
込
=
(
ガ
キ
ま
た
は

封
書
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
と
「
あ
な
た
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
考
え
」
を
明
記

期
限
1
2

月
1
9日
必
着

申
・
問
先
9
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
1
-
1
7
1
1

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
職
員
募
集

期
間
=
4
月
3
日
～
1
3
年
3
月

3
1
日
(
更
新
可
)
対
象
=
2
0

歳
～
5
5
歳
ま
で
の
方
(
1
2
年
4
月

1
日
現
在
)
/
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方

内
容
=
情
報

資
料
室
の
運
営
/
講
座
運
営
な
ど

募
集
人
員
=
若
干
名

勤
務
条
件
=

週
3
0時
間
(
土
日
・
夜
間
勤
務

有
り
)

紿
与
瓦
丿
万
2
千
円
(
社

会
保
険
有
り
、
交
通
費
支
給
)

申
込
=
履
歴
書
(
市
販
様
式
・
自

筆
・
写
真
貼
付
)
お
よ
び
論
文
「
女

ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
に
つ
い
て
」

(
B
4
サ
イ
ズ
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
、縦
書
き
千
字
程
度
、自
筆
)
を

持
参
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
8

時
3
0分
～
午
後
5
時
)
ま
た
は
郵

送

期
限
=
2
月
1
0日
消
印
有
効

選
考
方
法
l
論
文
お
よ
び
面
接

※
応
募
s
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

募
集
要
領
は
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で
配
付

申
・
問
先
=
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

夕
焼
け
放
送
の

時
間
が
変
わ
り
ま
す

夕
焼
け
放
送
は
、2
月
か
ら
4

月
ま
で

、午
後
5
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
青
少
年
課
調
整
係

区
立
保
育
園

非
常
勤
職
員
募
集

《
保
育
》《
調
理
》《
用
務
》

対
象
―
昭
和
1
5
年
4
月
2
日
～
5
6
年

4
月
1
日
生
ま
れ
で
健
康
な
方

資

格
等
=
表
―

報
酬
=
勤
務
時
間
等

に
よ
り
月
額
1
3万
4
千
円
～
1
6万
8

千
円
(
S
年
度
実
績
)
/
有
給
休
暇

有
り
/
交
通
費
支
給
(
限
度
額
有
り
)

面
接
日
1
2
月
1
4日
月
ま
た
は
1
6日

澎
(
予
定
)

採
用
=
4
月
1
日
以

降
欠
員
が
あ
り
次
第

申
込
a
申
込

書
兼
履
歴
書
(
児
童
福
祉
課
お
よ
び

各
区
立
保
育
園
に
て
配
布
。
自
筆
・

写
真
貼
付
)
・
作
文
(
保
育
の
み
)

を
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん

期
限
=
2
月
4

日
必
着

申
・
問
先
=
児
童
調
整
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1表1　 区 立保育 園非常勤職員募集内容

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

★
「風
力
発
電
を
学
ぼ
う
」足
利
工
業

大
学
バ
ス
見
学
会
2
月
3
日
脚
、午

前
9
時
～
午
後
5
時
/
区
役
所
前
集
合

/
2
0
人
/
無
料
/
一
`
話
/
小
松

(
3
8
5
0
)
3
8
7
4

★
J
C
O
臨
界
事
故
を
考
え
る
2
月

H
日
t
、午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
4
時

/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/

京
都
大
学
原
子
炉

実
験
所
・
小
出
裕
章
氏
/

当
日
瞋
円

(
前
売
り
5
0
0円
)
/

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
/

三
井

・
腓
(
3
8
8
6
)
6
5
5
4
　
　
　
　
　
=

募

集
―

★
大
正
琴
を
楽
し
む
会
毎
月
第
2
・

第
4
金
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/

初
心
者
・
中

級
者
/

月
額
3

千
3
0
0円
/

山
本

(
3
6
2
9
)
0
3
5
7

★
潤
徳
学
園
公
開
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ダ
ン

ス
教
室
毎
週
土
曜
日
、午
後
5
時
～

7
時
/
潤
徳
学
園
/
初
級
者
/
入
会
金

3
千
円
、月
額
2
千
円
/
潤
徳
会
今

井
　
(
3
8
8
9
)
3
4
8
9
(
夜
間
)

★
豊
話
ク
ー
フ
ブ
(
話
し
方
サ
ー
ク
ル
)

毎
月
第
2
・
第
4
金
曜
日
、午
後
7
時
～

9
時
/
竹
の
獗
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入

会
金
千
円
、
月
額
千
网
円
/
小
島

(
3
8
9
7
)
7
6
3
″
○

★
E
A
R
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)
毎
週

金
曜
日
、午
前
1
0
時
～
H
時
/
ス
イ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
こ
つ
き
う
き
館
ほ

か
/
女
性
(
子
ど
も
同
伴
可
)
～
入
会

金
2
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
賎
ご

(
3
8
5
5
)
4
5
8
」D

★
英
会
話
サ
ー
ク
ル
毎
週
土
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
/
保
木
間
五
丁

目
/
初
心
者
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
4

千
円
/
鈴
木(

3
8
8
5
)
3
7
2
0

ポ
イ
捨

て は やめ
手

育てよう、美しいまちと捨てない心
足
立
区ま

ちをき れ いに
す
る
条

例

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

※
歩
き
タ
バ
コ
も
や
め
ま
し
よ
う

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

2 月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、俣険料の納付についてご 相談ください
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12年度

区政モニター
募 集

区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
区
政
に
対
す

る
ご
意
見
・
ご
要
望
壱
伺
い
、
各
施
策

の
計
画
立
案
に
生
か
す
と
と
も
に
、
区

政
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

内
容
=
連
絡
会
議
・
委
嘱
式
へ
の
出
席
　

(
平
日
)
/
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
/
区

施
設
見
学
会
へ
の
参
加
/
そ
の
他
広
聴

業
務
へ
の
協
力
任
期
裁
に
一
年
4
月
1

日
～
1
3
年
3
月
末
日
対
象
=
次
の
す

べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
・・・
1
9一年
4

月
1

日
現
在
2
0
歳
以
上
/
足
立
区
に
引
き

続
き
3

ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
(
日

本
語
が
で
き
る
外
国
人
を
含
む
)
/

都

内
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
/

過
去
3

年
間
に
区
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験

し
て
い
な
い

定
員
儿
J

人

謝
礼
=

会
議
出
席
1

回
3

千
円
/

ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
1

回
千
円

申
込
り
1

月
3
1
日
ま

で
に
電
話
で
応
募
用
紙
を
請
求

申
・

問
先
=

広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日( 祝日を 除<) 、午前9 時～午後4 時30分

3880- 5577 ( 学校教育部指 導室内)

ま
ち
の
歴
史
ミ

ニ

事
典

第10回

保
塚
町堀と

耕
地

保
筱
町
の
西
、
東
六
月
町
と
の
境
界

を
走
る
南
北
の
道
は
、
道
海
道
と
の
通

称
で
呼
ば
れ
た
古
道
で
す
。千
住
・
四
ツ

家
を
経
て
こ
こ
に
至
り
、
北
は
保
木
間

を
抜
け
て
水
神
害
に
い
た
る
道
で
、
北

へ
向
か
う
主
要
道
路
の
一
つ
で
し
た
。

こ
の
道
に
沿
っ
て
北
に
進
む
と
竹
獵

裙
と
い
う
交
差
点
に
着
き
ま
す
。こ
こ

は
見
沼
代
用
水
水
系
の
竹
筱
堀
の
末
流

部
の
一
つ
で
、
坊
屋
堀
と
吉
右
衛
門
堀

の
二
つ
の
堀
の
源
で
す
。
坊
屋
堀
は
現

在
の
保
褫
町
の
北
の
東
保
木
問
と
の
境

界
を
流
れ
、
吉
右
衛
門
堀
は
南
の
I
ツ

冢
と
の
境
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
塚

の
地
名
が
物
語
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
竹

塚
と
保
木
間
と
呼
ば
れ
た
地
域
が
交
錯

す
る
地
域
で
、
竹
筱
村
字
大
白
、
同
孚

長
田
、
保
木
間
村
宇
野
と
い
う
地
名
の

農
耕
地
が
主
体
で
し
た
。
水
の
確
保
は

農
耕
地
の
生
命
線
で
す
が
地
勢
が
平
畑

な
た
め
、
田
に
水
を
引
く
様
々
な
エ
夬

が
さ
れ
ま
し
た
。
水
車
を
使
い
人
力
で

く
み
上
げ
る
方
法
や
、
水
源
付
近
を
十

盛
り
し
て
田
を
低
く
し
て
水
を
流
す
と

い
う
方
法
が
採
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
田

を
低
く
す
る
た
め
に
、
採
取
さ
れ
た
土

を
盛
っ
て
畑
を
作
っ
た
り
し
た
そ
う
で

す
。
こ
う
し
た
様
々
な
知
恵
と
工
夫
に

よ
っ
て
農
耕
地
帯
が
広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
先
人
た
ち
が
知
恵

を
絞
っ
た
平
坦
な
地
形
で
す
が
、
市
街

地
化
に
は
有
利
で
し
た
。現
在
で
は
、

住
宅
や
商
店
・
工
場
が
建
ち
並
ん
で
い

ま
す
が
、
ま
ち
並
み
の
中
に
は
田
畑
が

あ
り
、
農
耕
の
知
恵
を
今
に
伝
え
る
景

観
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

田
畑
の
水
は
用
水
が
暗
渠
化
し
て
機
能

を
失
っ
た
た
め
ポ
ン
プ
で
地
下
水
を
く

み
上
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

八
郷
土
博
物
館
V▲ 姿を消しつつある畑

あ だちカレンダ ー　2 月
☆印のついたものは、本紙に記事が掲載されています

「あだち広報」は毎月10日( 新聞折り込み) と25日( 各戸配布) に発行して
います。区民事務所や 駅の広報スタンド にも置い てあり ますので、ご利用く
ださい

学びの情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル 3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5 時　※生涯学習館の休館日を除く毎日

あなたの探す講座やイベント を、区内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをこ案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用しています S. O. R　278, 000


